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右の記事が、8月 8

日（火）の神戸新聞朝

刊に記載されていま

した。永井隆博士が

記した著書のテーマ

は「原爆、人間、愛、

平和……」いずれも

博士自らの体験をも

って後世に伝えてお

きたいと願ったメッ

セージ性に富んだ作

品ばかりで、なかで

も『長崎の鐘』『この

子を残して』は名高

い作品です。今回収

められる未発表原稿

は、『長崎の鐘』の当

初の題名『原子時代

の開幕』の序文とみられ、ご本人の署名が薄く記されているそうです。「戦争を起こさないでくだ

さい! 戦争はこんな意味のない打壊しです。戦争は人類の恥です。戦争は人類の犯した大きな過

失でした。」と、永井博士の切実で強いメッセージが伝わってくるような文章です。 

  

 

 加古川市では、広島市の「原爆の子の像」と長崎市の「平和祈念像」に届ける折り鶴を募集して

います。集まった折り鶴は、11月 25日（土）に加古川市民会館で開かれる「平和祈念展」で展示

した後、広島、長崎に届ける予定だそうです。平和について考えてもらうため毎年実施しており、

昨年は約 39万 8千羽が寄せられたそうです。募集は、9月 15

日（金）まで。市内の各公民館、市役所 1 階ロビー、加古川

市人権文化センター、加古川市ウェルネスパークの計 15か所

に、折り鶴と募集箱が設置されています。折り方説明のプリ

ントが添えられているので、忘れていたり知らなくても大丈

夫です。また、加古川市総務課では、折り鶴に糸を通して千

羽鶴を作成するボランティアを募集しているそうです。 


